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○✍予防の基本は…
■インフルエンザの流行前に

✔□インフルエンザワクチンの接種
（特に65歳以上の高齢者、持病のある方など）

■インフルエンザが流行したら、

✔□人込みや繁華街への外出を控える
✔□外出時にはマスクを着用
✔□室内では加湿器などを使用して適度な湿度に
✔□十分な休養、バランスの良い食事
✔□外出時にはマスクを利用
✔□うがい、手洗の励行
✔□咳エチケット

○✍かかったら…
✔□早めの受診
✔□安静と休養
✔□十分な水分の摂取
✔□マスクの着用
✔□外出の自粛

○✍薬の使用にあたっては…
✔□用法（用い方）、用量（用いる量）、期間（用いる日数）を守る



8

インフルエンザの発熱から早期の段階（多くは24－48時間以内）で、嘔吐、異常行動、意識障害、

けいれんなどがみられ、1歳をピークとして幼児期に最も多く見られます（男女間の差はない）。

厚生労働省の研究班の調査結果から、日本ではおよそ次のような状況にあると推定されています。

・インフルエンザの流行によって異なるが、1シーズンに100～300人の小児がインフルエンザ脳

症を発症する。

・A香港型の流行時に多発するが、B型でも発症する。

・死亡率は当初約30％であったが、最近は10％程度に低下した。しかし、後遺症は約25％に見ら

れる。

ヒトの間で長い間流行しなかった新しいタイプのインフルエンザウイルスによるインフルエンザの

ことです。現在、ニワトリなどにとって毒性の強い鳥インフルエンザウイルスH5N1の流行が収まら

ない中、遺伝子が変異してヒトからヒトに感染するタイプになる可能性が最も危惧されています。新

型ウイルスにはほとんどの人が抗体をもっていませんので、もし流行した場合、爆発的に世界中で大

流行すると考えられています（パンデミック）。かつて流行し今はヒトの間で消滅したインフルエン

ザウイルスが再び出現した時も、パンデミックとなり得ることが考えられています。大規模なヒトへ

の感染が起こり、甚大な被害が生じた場合を想定し、可能な限りの準備を進め、できるだけその被害

を少なくするという危機管理の視点がもっとも重要です。

政府でもこうした視点から対策の強化に努めており、関係各省庁が具体的な国の行動計画を平成17

年12月に作成し公表しました。また、さらにその後も対策方法を継続して検討し、重ねています。

コ ラ ム
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●「インフルエンザQ＆A」（厚生労働省）

 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou01/07qa.html#8

●「インフルエンザQ＆A」（国立感染症研究所感染症情報センター）
（一般の方向け、医療事業者向け）

 http://idsc.nih.go.jp/disease/influenza/fluQA/QAgen02.html#q19

●「インフルエンザ総合対策」（日本医師会）

 http://www.med.or.jp/influenza/index.html

●「今年のインフルエンザ対策として」（中間法人日本臨床内科医会）

 http://japha.umin.jp/

● 医薬品医療機器情報提供ホームページ（（独）医薬品医療機器総合機構）
（一般の皆様向け）

 http://www.info.pmda.go.jp/info/to_ippan.html

●厚生労働省　インフルエンザ等感染症に関する相談窓口
（委託先：（株）保健同人社）

 開設時期 ：平成20年7月1日（火）～平成21年3月31日（火）

 対応日時 ：月曜日～金曜日（祝祭日除く）09：30～17：00 

 電話番号 ：03－3234－3479 

● くすり相談窓口（（独）医薬品医療機器総合機構）

 受付時間：月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前9時から午後5時

 電話番号 ：03－3506－9457

●「インフルエンザ」わかりやすい病気のはなしシリーズ33
（中間法人日本臨床内科医会）

 http://japha.umin.jp/booklet/series/pdf/series033n.pdf

も っ と 知 り た い と き に は
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